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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の信号ケーブルと、
　第２の信号ケーブルと、
　第３の信号ケーブルと、
　第４の信号ケーブルと、
　前記第１の信号ケーブルから入力した第１の信号を処理した第２の信号を前記第２の信
号ケーブルへ出力する第１のマルチバンド信号処理手段と、
　前記第３の信号ケーブルから入力した第３の信号を処理した第４の信号を前記第４の信
号ケーブルへ出力する第２のマルチバンド信号処理手段と、
　前記第１の信号ケーブル、前記第１のマルチバンド信号処理手段、前記第２の信号ケー
ブル、及び前記第４の信号ケーブルを収容する第１のジョイントボックスと、
　前記第２の信号ケーブル、前記第３の信号ケーブル、前記第２のマルチバンド信号処理
手段、及び前記第４の信号ケーブルを収容する第２のジョイントボックスと、
を備えたマルチバンド信号処理システムであって、
　前記第１のジョイントボックス及び前記第２のジョイントボックスのそれぞれは、互い
にスタック接続可能な嵌合手段を有する
マルチバンド信号処理システム。
【請求項２】
　前記第１の信号ケーブル及び前記第２の信号ケーブルは、光ファイバである
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請求項１に記載のマルチバンド信号処理システム。
【請求項３】
　前記第１の信号及び前記第３の信号はそれぞれ、Ｃバンド及びＬバンドの光信号を含む
請求項１又は２に記載のマルチバンド信号処理システム。
【請求項４】
　前記第１のマルチバンド信号処理手段及び前記第２のマルチバンド信号処理手段はそれ
ぞれ、
　入力信号を第１のバンド成分と第２のバンド成分とに分離する入力側カプラと、
　前記第１のバンド成分を等化した第３のバンド成分を出力する第１のシングルバンド信
号処理デバイスと、
　前記第２のバンド成分を等化した第４のバンド成分を出力する第２のシングルバンド信
号処理デバイスと
　前記第３のバンド成分と前記第４のバンド成分とを合成した出力信号を出力する出力側
カプラと、
を含む請求項１乃至３のいずれか１項に記載のマルチバンド信号処理システム。
【請求項５】
　第１の信号ケーブル、前記第１の信号ケーブルから入力した第１の信号を処理した第２
の信号を第２の信号ケーブルへ出力する第１のマルチバンド信号処理手段、前記第２の信
号ケーブル、及び第３の信号ケーブルを収容する第１のジョイントボックスと、
　前記第２の信号ケーブル、前記第３の信号ケーブル、前記第３の信号ケーブルから入力
した第３の信号を処理した第４の信号を第４の信号ケーブルへ出力する第２のマルチバン
ド信号処理手段、及び前記第４の信号ケーブルを収容する第２のジョイントボックスと、
を備えたマルチバンド信号処理システム用ジョイントボックスであって、
　前記第１のジョイントボックス及び前記第２のジョイントボックスのそれぞれは、互い
にスタック接続可能な嵌合手段を有する
マルチバンド信号処理システム用ジョイントボックス。
【請求項６】
　第１の信号ケーブル、前記第１の信号ケーブルから入力した第１の信号を処理した第２
の信号を第２の信号ケーブルへ出力する第１のマルチバンド信号処理手段、前記第２の信
号ケーブル、及び第３の信号ケーブルを第１のジョイントボックスに収容し、
　前記第２の信号ケーブル、前記第３の信号ケーブル、前記第３の信号ケーブルから入力
した第３の信号を処理した第４の信号を第４の信号ケーブルへ出力する第２のマルチバン
ド信号処理手段、及び前記第４の信号ケーブルを第２のジョイントボックスに収容する
マルチバンド信号処理システム収容方法であって、
　前記第１のジョイントボックス及び前記第２のジョイントボックスのそれぞれは、互い
にスタック接続される
マルチバンド信号処理システム収容方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチバンドの信号を処理する、複数のシングルバンド信号処理デバイスを
含む、マルチバンド信号処理システム、マルチバンド信号処理システム用ジョイントボッ
クス、及びマルチバンド信号処理システム収容方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光通信で使われるバンド（波長帯）は、Ｏバンド（Original-band：１２６０～１３６
０ｎｍ）、Ｅバンド（Extended-band：１３６０～１４６０ｎｍ）、Ｓバンド（Short-ban
d：１４６０～１５３０ｎｍ）、Ｃバンド（Conventional-band：１５３０～１５６５ｎｍ
）、Ｌバンド（Long-band：１５６５～１６２５ｎｍ）等のシングルバンドを含む。Ｃバ
ンド及びＬバンドのマルチバンドを「Ｃ＋Ｌバンド」という。Ｃ＋Ｌバンドの光通信は、
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次世代の光海底システムで使用される。
【０００３】
　現在、光海底システムでは、Ｃバンドの光信号が使用されている。また、利得等化に使
用されるイコライザデバイス（以下、「ＥＱＬデバイス」という）には、Ｃバンド用のＥ
ＱＬデバイスのみが使用されている。光海底システムでは、ＥＱＬデバイスは、ファクト
リージョイント（以下、「ＦＢＪ」という）、ユニバーサルジョイント（以下、「ＵＪ」
という）等のジョイントボックス（以下、「ＪＢ」という）に収容される。通常、ＪＢは
、最大１６個のシングルバンド信号処理デバイスを収容する。Ｃバンドのみの光信号を使
用する光海底システムでは、光ファイバ１本あたり１つのシングルバンド信号処理デバイ
ス（ＥＱＬデバイス）が必要であるため、ＪＢは最大１６本の光ファイバを収容する。
【０００４】
　複数のバンドを使用して光を中継伝送する技術の一例が、特許文献１に開示されている
。特許文献１の光中継伝送装置は、光ファイバ伝送路の間に増幅用ファイバを備えた光フ
ァイバ増幅器を導入して多段に光を中継伝送する。光ファイバ増幅器は、使用帯域内にお
ける異なる２つの波長の間で波長に対する増幅率が単調増加あるいは単調減少する特性を
有する。特許文献１の光中継伝送装置では、光ファイバ伝送路の中間にスペクトラム反転
器が配置され、中継伝送の前半と後半でそれぞれの信号光の増幅率が変えられる。上記の
動作の結果、特許文献１の光中継伝送装置では、光ファイバ増幅器は、異なる波長に対す
る利得を平坦にする。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の光中継伝送装置では、光ファイバ増幅器は、使用帯域内に
おける異なる２つの波長の間で、波長に対する増幅率が単調増加あるいは単調減少すると
いう、特別な特性を有する。また、特許文献１の光中継伝送装置では、スペクトラム反転
器が必要である。従って、特許文献１の光中継伝送装置には、実現コストが高いという問
題がある。
【０００６】
　そこで、以下では、一般的な光ファイバ増幅器等の装置を利用して、複数のバンドを使
用して光を中継伝送する技術の一例について説明する。
【０００７】
　図６は、Ｃ＋Ｌバンドの光信号を利得等化するＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００の構
成の一例を示すブロック図である。なお、図６における各信号は、波長毎の信号強度によ
り模式的に表されている。
【０００８】
　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００は、Ｃ＋Ｌバンドの光信号８９１を入力して、利得
等化された光信号８９６を出力する。Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００は、Ｃ／Ｌカプ
ラ９１０と、Ｃ／Ｌカプラ９２０と、ＣバンドＥＱＬデバイス９３０と、ＬバンドＥＱＬ
デバイス９４０とを含む。Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００は、ＪＢ（不図示）に収容
される。
【０００９】
　Ｃ／Ｌカプラ９１０は、入力したＣ＋Ｌバンドの光信号８９１を分波して、Ｃバンドの
光信号８９２とＬバンドの光信号８９３とを出力する。
【００１０】
　ＣバンドＥＱＬデバイス９３０は、入力したＣバンドの光信号８９２を等化した光信号
８９４を出力する。
【００１１】
　ＬバンドＥＱＬデバイス９４０は、入力したＬバンドの光信号８９３を等化した光信号
８９５を出力する。
【００１２】
　Ｃ／Ｌカプラ９２０は、入力した等化された、Ｃバンドの光信号８９４とＬバンドの光
信号８９５とを合波し、Ｃ＋Ｌバンドの光信号８９６を出力する。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平９－９６８４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００は、光ファイバ１本あたり４つのシングルバンド信
号処理デバイス（Ｃ／Ｌカプラ９１０、Ｃ／Ｌカプラ９２０、ＣバンドＥＱＬデバイス９
３０、及びＬバンドＥＱＬデバイス９４０）を含む。シングルバンド信号処理デバイスは
ＪＢに最大１６個収容されるので、１つのＪＢに収容される光ファイバの数は最大４本で
ある。従って、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００には、Ｃバンドのみの光海底システム
の光ファイバの最大数量の４分の１しか、光ファイバを収容できないという問題がある。
一方、Ｃバンドのみの光信号を使用する光海底システムでは、上述したように、１つのＪ
Ｂは最大１６本の光ファイバを収容する。つまり、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム９００で
は、Ｃバンドのみの光信号を使用する光海底システムと同じ１６本の光ファイバを収容す
るためには、４つのJBを並列に設置する必要がある。すなわち、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシス
テム９００では、１６本の光ファイバを収容するために必要な４つのJBの、光ケーブルに
垂直な方向における断面積が、Ｃバンドのみの光信号を使用する光海底システムにおける
１つのJBの断面積の４倍になる。
（発明の目的）
　本発明の主たる目的は、シングルバンド信号処理デバイスを高密度に収容することがで
きる、マルチバンド信号処理システム、マルチバンド信号処理システム用ジョイントボッ
クス、及びマルチバンド信号処理システム収容方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明のマルチバンド信号処理システムは、第１の信号ケーブルと、第２の信号ケーブ
ルと、第３の信号ケーブルと、第４の信号ケーブルと、第１の信号ケーブルから入力した
第１の信号を処理した第２の信号を第２の信号ケーブルへ出力する第１のマルチバンド信
号処理デバイスと、第３の信号ケーブルから入力した第３の信号を処理した第４の信号を
第４の信号ケーブルへ出力する第２のマルチバンド信号処理デバイスと、第１の信号ケー
ブル、第１のマルチバンド信号処理デバイス、第２の信号ケーブル、及び第４の信号ケー
ブルを収容する第１のジョイントボックスと、第２の信号ケーブル、第３の信号ケーブル
、第２のマルチバンド信号処理デバイス、及び第４の信号ケーブルを収容する第２のジョ
イントボックスとを備えたことを特徴とする。
【００１６】
　本発明のマルチバンド信号処理システム用ジョイントボックスは、第１の信号ケーブル
、第１の信号ケーブルから入力した第１の信号を処理した第２の信号を第２の信号ケーブ
ルへ出力する第１のマルチバンド信号処理デバイス、第２の信号ケーブル、及び第３の信
号ケーブルを収容する第１のジョイントボックスと、第２の信号ケーブル、第３の信号ケ
ーブル、第３の信号ケーブルから入力した第３の信号を処理した第４の信号を第４の信号
ケーブルへ出力する第２のマルチバンド信号処理デバイス、及び第４の信号ケーブルを収
容する第２のジョイントボックスとを備えたことを特徴とする。
【００１７】
　本発明のマルチバンド信号処理システム収容方法は、第１の信号ケーブル、第１の信号
ケーブルから入力した第１の信号を処理した第２の信号を第２の信号ケーブルへ出力する
第１のマルチバンド信号処理デバイス、第２の信号ケーブル、及び第３の信号ケーブルを
第１のジョイントボックスに収容し、第２の信号ケーブル、第３の信号ケーブル、第３の
信号ケーブルから入力した第３の信号を処理した第４の信号を第４の信号ケーブルへ出力
する第２のマルチバンド信号処理デバイス、及び第４の信号ケーブルを第２のジョイント
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ボックスに収容することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、シングルバンド信号処理デバイスを高密度に収容することができると
いう効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１の実施形態のマルチバンド信号処理システムの構成の一例を示すブ
ロック図である。
【図２】本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムの構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図３】本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムの構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図４】本発明の第３の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムの構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図５】本発明の第４の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムの構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図６】Ｃ＋Ｌバンドの光信号を利得等化するＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムの構成の一例
を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、すべての図
面において、同等の構成要素には同じ符号を付し、適宜説明を省略する。
（第１の実施形態）
　本実施形態における構成について説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の第１の実施形態のマルチバンド信号処理システム１００の構成の一例
を示すブロック図である。
【００２２】
　マルチバンド信号処理システム１００は、信号ケーブル１１２、１１３、１２２、１２
３と、マルチバンド信号処理デバイス１１１、１２１と、ジョイントボックス１１０、１
２０とを含む。
【００２３】
　マルチバンド信号処理デバイス１１１は、信号ケーブル１１２からの入力信号を処理し
た出力信号を信号ケーブル１１３へ出力する。
【００２４】
　マルチバンド信号処理デバイス１２１は、信号ケーブル１２２からの入力信号を処理し
た出力信号を信号ケーブル１２３へ出力する。
【００２５】
　ジョイントボックス１１０は、信号ケーブル１１２と、マルチバンド信号処理デバイス
１１１と、信号ケーブル１１３と、信号ケーブル１２３とを収容する。ジョイントボック
ス１１０は、最大４つの、シングルバンド信号処理デバイス又はカプラと、最大４本の信
号ケーブルとを収容する。
【００２６】
　ジョイントボックス１２０は、信号ケーブル１１３と、信号ケーブル１２２と、マルチ
バンド信号処理デバイス１２１と、信号ケーブル１２３とを収容する。ジョイントボック
ス１２０は、最大４つの、シングルバンド信号処理デバイス又はカプラと、最大４本の信
号ケーブルとを収容する。
【００２７】
　マルチバンド信号処理デバイス１１１は、入力側カプラ１１４と、シングルバンド信号
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処理デバイス１１６と、シングルバンド信号処理デバイス１１７と、出力側カプラ１１５
とを含む。
【００２８】
　入力側カプラ１１４は、入力信号を第１のバンド成分と第２のバンド成分とに分離する
。
【００２９】
　シングルバンド信号処理デバイス１１６は、第１のバンド成分を等化した第３のバンド
成分を出力する。
【００３０】
　シングルバンド信号処理デバイス１１７は、第２のバンド成分を等化した第４のバンド
成分を出力する。
【００３１】
　出力側カプラ１１５は、第３のバンド成分と第４のバンド成分とを合成した出力信号を
出力する。
【００３２】
　マルチバンド信号処理デバイス１２１は、入力側カプラ１２４と、シングルバンド信号
処理デバイス１２６と、シングルバンド信号処理デバイス１２７と、出力側カプラ１２５
とを含む。
【００３３】
　入力側カプラ１２４は、入力信号を第１のバンド成分と第２のバンド成分とに分離する
。
【００３４】
　シングルバンド信号処理デバイス１２６は、第１のバンド成分を等化した第３のバンド
成分を出力する。
【００３５】
　シングルバンド信号処理デバイス１２７は、第２のバンド成分を等化した第４のバンド
成分を出力する。
【００３６】
　出力側カプラ１２５は、第３のバンド成分と第４のバンド成分とを合成した出力信号を
出力する。
【００３７】
　本実施形態における動作について説明する。
【００３８】
　シングルバンド信号処理システムでは、１本の信号ケーブルは、１つのシングルバンド
信号処理デバイスに接続され、カプラに接続される必要はない。そのため、シングルバン
ド信号処理システムでは、ジョイントボックス１１０は、最大４つのシングルバンド信号
処理デバイスと、最大４本の信号ケーブルとを収容する。
【００３９】
　一方、一般的なマルチバンド信号処理システムでは、１本の信号ケーブルは、２つのシ
ングルバンド信号処理デバイスと、２つのカプラとに接続される。そのため、マルチバン
ド信号処理システムでは、ジョイントボックス１１０は、最大でも、４つのシングルバン
ド信号処理デバイスに接続された、１本の信号ケーブルしか収容できない。
【００４０】
　ところが、本実施形態のマルチバンド信号処理システム１００では、２つのジョイント
ボックス１１０、１２０は、２つのシングルバンド信号処理デバイスと２つのカプラに接
続された信号ケーブルを、最大２本収容できる。
【００４１】
　以上説明したように、本実施形態のマルチバンド信号処理システム１００では、ジョイ
ントボックス１１０は、マルチバンド信号処理デバイス１１１と、１本のパススルーの信
号ケーブル１２３とを収容する。また、ジョイントボックス１２０は、マルチバンド信号
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処理デバイス１２１と、１本のパススルーの信号ケーブル１１３とを収容する。つまり、
互いに直列に設置されたジョイントボックス１１０及びジョイントボックス１２０の幅（
信号ケーブルに垂直な方向におけるジョイントボックスの断面）内において、２本の光フ
ァイバと、必要なシングルバンド信号処理デバイスとが収容される。即ち、２台のジョイ
ントボックスは、パススルーの信号ケーブルを収容するので、互いに直列に接続可能であ
る。そのため、２台のジョイントボックスは、信号ケーブルに垂直な方向におけるジョイ
ントボックスの１台分の断面内において、１台のジョイントボックスにより収容可能なシ
ングルバンド信号処理デバイスの２倍の数のシングルバンド信号処理デバイスを収容可能
である。従って、本実施形態のマルチバンド信号処理システム１００には、シングルバン
ド信号処理デバイスを高密度に収容することができるという効果がある。
（第２の実施形態）
　次に、上述した本発明の第１の実施形態のマルチバンド信号処理システム１００を基本
とする、本発明の第２の実施形態について説明する。本実施形態のマルチバンド信号処理
システムは、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステムである。
【００４２】
　本実施形態における構成について説明する。
【００４３】
　図２は、本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００の構成の一例を
示すブロック図である。具体的には、図２は、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００に含ま
れるシングルバンド信号処理経路２９０を示す。なお、図２における各信号は、波長毎の
信号強度により模式的に表されている。
【００４４】
　シングルバンド信号処理経路２９０は、光ファイバ２９１と、中継器２９２と、シング
ルバンドＥＱＬデバイス２９３とを含む。
【００４５】
　光ファイバ２９１は、中継器２９２及びシングルバンドＥＱＬデバイス２９３の、入出
力を光学的に接続する。
【００４６】
　中継器２９２は、光信号８２１を増幅した光信号８２２を出力する。なお、中継器２９
２は、例えば、ＥＤＦ（Erbium Doped Fiber）である。ＥＤＦのような中継器２９２では
、波長毎に光信号の増幅率が異なるため、出力される光信号８２２の信号強度は波長毎に
異なる。通常、中継器２９２は、多段で使用される。なお、中継器２９２は、光ファイバ
２９１上においてシングルバンドＥＱＬデバイス２９３の前段に設置されればよく、シン
グルバンドＥＱＬデバイス２９３の近くに設置される必要はない。そこで、以下では、シ
ングルバンド信号処理経路２９０の説明において、中継器２９２を適宜省略する。
【００４７】
　シングルバンドＥＱＬデバイス２９３は、中継器２９２から光信号８２２を入力し、等
化した光信号８２３を出力して、光信号のスペクトラムを均一化する。
【００４８】
　図３は、本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００の構成の一例を
示すブロック図である。具体的には、図３は、２つのＪＢに収容された８本の光ファイバ
を含むＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００の例を示す。
【００４９】
　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００は、上り（ＵＰ）側のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
２０３、２０４、２０５、２０６と、下り（Ｄｏｗｎ）側のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
２０７、２０８、２０９、２１０と、上り側のＪＢ２０１と、下り側のＪＢ２０２とを含
む。
【００５０】
　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイスは、Ｃ＋Ｌバンドの光信号を入力して、利得等化された光
信号を出力する。Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイスは、入力側のＣ／Ｌカプラと、出力側のＣ
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／Ｌカプラと、ＣバンドＥＱＬデバイスと、ＬバンドＥＱＬデバイスとを含む。Ｃ＋Ｌバ
ンドＥＱＬデバイスは、ＪＢ２０１及びＪＢ２０２に収容される。
【００５１】
　入力側のＣ／Ｌカプラは、入力したＣ＋Ｌバンドの光信号を分波して、Ｃバンドの光信
号とＬバンドの光信号とを出力する。
【００５２】
　ＣバンドＥＱＬデバイスは、入力したＣバンドの光信号を等化した光信号を出力する。
【００５３】
　ＬバンドＥＱＬデバイスは、入力したＬバンドの光信号を等化した光信号を出力する。
【００５４】
　出力側のＣ／Ｌカプラは、入力した等化された、Ｃバンドの光信号とＬバンドの光信号
とを合波し、Ｃ＋Ｌバンドの光信号を出力する。
【００５５】
　入力側のＣ／Ｌカプラと、ＣバンドＥＱＬデバイス又はＬバンドＥＱＬデバイスのいず
れか一方と、出力側のＣ／Ｌカプラとを含む信号処理経路は、上述のシングルバンド信号
処理経路２９０に相当する。
【００５６】
　ＪＢ２０１は、複数の「シングルバンドＥＱＬデバイス」、及びシングルバンドＥＱＬ
デバイスに接続された複数の光ファイバを収容できる。「シングルバンドＥＱＬデバイス
」は、入力側のＣ／Ｌカプラ、出力側のＣ／Ｌカプラ、ＣバンドＥＱＬデバイス、Ｌバン
ドＥＱＬデバイス等の、ＪＢに収容される装置の総称である。また、ＪＢ２０１は、シン
グルバンドＥＱＬデバイスに接続されない光ファイバをパススルーで収容できる。なお、
ＪＢ２０１は、１台以上の他のＪＢにスタック接続可能な嵌合部を有してもよい。スタッ
ク接続されたＪＢは、物理的に一体化する。ＪＢ２０１は、例えば、ＦＢＪ、ＵＪ等であ
る。例えば、ＪＢ２０１は、最大１６個のシングルバンドＥＱＬデバイスを収容可能であ
る。また、ＪＢ２０１は、最大８本の光ファイバを収容可能である。
【００５７】
　ＪＢ２０２の構成は、ＪＢ２０１の構成と同じである。
【００５８】
　本実施形態における動作について説明する。
【００５９】
　ＪＢ２０１は、上り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０３、２０４、２０５
、２０６と、下り側の４本のパススルーの光ファイバとを収容する。
【００６０】
　ＪＢ２０２は、下り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０７、２０８、２０９
、２１０と、上り側の４本のパススルーの光ファイバとを収容する。
【００６１】
　つまり、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００では、２つのＪＢを用いることにより、８
本の光ファイバが収容される。
【００６２】
　なお、ＪＢ２０１とＪＢ２０２は、互いにスタック接続可能な嵌合部を有し、物理的に
一体化してもよい。
【００６３】
　以上説明したように、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００では、ＪＢ２０
１は、上り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０３、２０４、２０５、２０６と
、下り側の４本のパススルーの光ファイバとを収容する。また、ＪＢ２０２は、下り側の
光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０７、２０８、２０９、２１０と、上り側の４本
のパススルーの光ファイバとを収容する。つまり、互いに直列に設置されたＪＢ２０１及
びＪＢ２０２の幅（光ファイバに垂直な方向におけるジョイントボックスの断面）内にお
いて、８本の光ファイバと、必要なシングルバンドＥＱＬデバイスとが収容される。即ち
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、２台のジョイントボックスは、パススルーの光ファイバを収容するので、互いに直列に
接続可能である。そのため、２台のジョイントボックスは、光ファイバに垂直な方向にお
けるジョイントボックスの１台分の断面内において、１台のジョイントボックスにより収
容可能なシングルバンド信号処理デバイスの２倍の数のシングルバンド信号処理デバイス
を収容可能である。従って、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００には、シン
グルバンド信号処理デバイスを高密度に収容することができるという効果がある。
【００６４】
　なお、上述の説明では、２つのＪＢに収容された８本の光ファイバを含むＣ＋Ｌバンド
ＥＱＬシステム２００の例を示したが、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムは、こ
れに限定されない。本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムは、３つ以上のＪＢに収容
されてもよいし、２本以上の任意の本数の光ファイバを含んでもよい。即ち、N（Nは２以
上の自然数）台のジョイントボックスが互いに直列に接続される場合には、N台のジョイ
ントボックスは、光ファイバに垂直な方向におけるジョイントボックスの１台分の断面内
において、N倍の数のシングルバンド信号処理デバイスを収容可能である。また、本実施
形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムでは、１つのＪＢは上り及び下りのシングルバンドＥ
ＱＬデバイスを混在して収容してもよいし、１本の光ファイバは２つ以上の任意の個数の
シングルバンドＥＱＬデバイスに接続されてもよい。
（第３の実施形態）
　次に、上述した本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００を基本と
する、本発明の第３の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムについて説明する。本実施
形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムでは、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム
２００において、上り及び下り１対のシングルバンドＥＱＬデバイスが同一のＪＢに収容
されるように変更される。
【００６５】
　本実施形態における構成について説明する。
【００６６】
　図４は、本発明の第３の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム３００の構成の一例を
示すブロック図である。
【００６７】
　上り及び下り１対の光ファイバ対（ＦＰ：Fiber Pair）のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
は、同一のＪＢ（ＪＢ２０１又はＪＢ２０２のいずれか一方）に収容される。
【００６８】
　具体的には、ＪＢ２０１は、ＳＹＳ１並びにＳＹＳ２の、上りのＣ＋ＬバンドＥＱＬデ
バイス２０３、２０４、及び下りのＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０７、２０８と、ＳＹ
Ｓ３及びＳＹＳ４の、上り及び下りの４本のパススルーの光ファイバとを収容する。ＪＢ
２０２は、ＳＹＳ３並びにＳＹＳ４の、上りのＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０５、２０
９、及び下りのＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２０６、２１０と、ＳＹＳ１及びＳＹＳ２の
、上り及び下りの４本のパススルーの光ファイバとを収容する。
【００６９】
　本実施形態における他の構成は、第２の実施形態における構成と同じである。
【００７０】
　以上説明したように、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム３００では、Ｃ＋Ｌバ
ンドＥＱＬデバイスが、ＦＰ毎に同じＪＢに収容される。そのため、同じＦＰのＣ＋Ｌバ
ンドＥＱＬデバイスの、ユーザによる特性測定や設定変更が容易である。従って、本実施
形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム３００には、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシ
ステム２００の効果に加えて、ＦＰ毎にＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイスの利得等化設計を変
更することが容易であるという効果がある。
【００７１】
　また、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム３００では、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバ
イスがＦＰ毎に同じＪＢに収容されるので、新しいＦＰのＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイスを
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増設する際には、新しいＦＰを含むＪＢのみにおいて増設作業を行えばよい。従って、本
実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム３００には、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱ
Ｌシステム２００に比べて、保守が容易であるという効果がある。
（第４の実施形態）
　次に、上述した本発明の第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００を基本と
する、本発明の第４の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムについて説明する。本実施
形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステムでは、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム
２００において、８本の光ファイバを収容可能な２つのＪＢ２０１及びＪＢ２０２が、１
６本の光ファイバを収容可能な４つのＪＢに変更される。
【００７２】
　本実施形態における構成について説明する。
【００７３】
　図５は、本発明の第４の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム４００の構成の一例を
示すブロック図である。
【００７４】
　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム４００は、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム
２００のＪＢ２０１、２０２の代わりに、ＪＢ４０１、４０２、４１１、４１２を含む。
ＪＢ４０１、４０２、４１１、４１２は、最大１６本の光ファイバを収容できる。
【００７５】
　また、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム４００では、第２の実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬ
システム２００の構成要素に加えて、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２１３、２１４、２１
５、２１６、２１７、２１８、２１９、２２０、及び８本の光ファイバが追加されている
。
【００７６】
　本実施形態における他の構成は、第２の実施形態における構成と同じである。
【００７７】
　本実施形態における動作について説明する。
【００７８】
　ＪＢ４０１は、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の上り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス２
０３、２０４、２０５、２０６と、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の下りの４本のパススルーの光フ
ァイバと、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の、上り及び下りの８本のパススルーの光ファイバとを収
容する。
【００７９】
　また、ＪＢ４０２は、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の下り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバ
イス２０７、２０８、２０９、２１０と、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の上りの４本のパススルー
の光ファイバと、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の、上り及び下りの８本のパススルーの光ファイバ
とを収容する。
【００８０】
　また、ＪＢ４１１は、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の上り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバ
イス２１３、２１４、２１５、２１６と、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の下りの４本のパススルー
の光ファイバと、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の、上り及び下りの８本のパススルーの光ファイバ
とを収容する。
【００８１】
　また、ＪＢ４１２は、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の下り側の光信号のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバ
イス２１７、２１８、２１９、２２０と、ＳＹＳ５～ＳＹＳ８の上りの４本のパススルー
の光ファイバと、ＳＹＳ１～ＳＹＳ４の、上り及び下りの８本のパススルーの光ファイバ
とを収容する。
【００８２】
　以上説明したように、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム４００は、４つのＪＢ
を含み、１つのＪＢが全体の４分の１のＣ＋ＬバンドＥＱＬデバイス、及び光ファイバを
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収容する。つまり、互いに直列に設置されたＪＢ４０１、JB４０２、JB４１１、及びＪＢ
４１２の幅（光ファイバに垂直な方向におけるジョイントボックスの断面）内において、
１６本の光ファイバと、必要なシングルバンドＥＱＬデバイスとが収容される。即ち、４
台のジョイントボックスは、パススルーの光ファイバを収容するので、互いに直列に接続
可能である。そのため、４台のジョイントボックスは、光ファイバに垂直な方向における
ジョイントボックスの１台分の断面内において、１台のジョイントボックスにより収容可
能なシングルバンド信号処理デバイスの４倍の数のシングルバンド信号処理デバイスを収
容可能である。従って、本実施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム４００には、第２の実
施形態のＣ＋ＬバンドＥＱＬシステム２００の２倍のシングルバンド信号処理デバイスを
収容することができるという効果がある。
【００８３】
なお、１つのＪＢがパススルー可能な光ファイバの数を更に増やし、ＪＢの数量を更に増
やせば、Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステムのシングルバンド信号処理デバイス及び信号ファイ
バの数量を更に増やすことができる。
【００８４】
　以上、本発明を、上述した実施形態及びその実施例によって例示的に説明した。しかし
ながら、本発明の技術的範囲は、上述した実施形態及びその実施例に記載した範囲に限定
されない。当業者には、係る実施形態に対して多様な変更又は改良を加えることが可能で
あることは明らかである。そのような場合、係る変更又は改良を加えた新たな実施形態も
、本発明の技術的範囲に含まれ得る。そしてこのことは、請求の範囲に記載した事項から
明らかである。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明は、部品の収容する数量に制限がある装置の、システムの拡張性を高める用途に
おいて利用できる。
【００８６】
　以上、上述した実施形態を模範的な例として本発明を説明した。しかしながら、本発明
は、上述した実施形態には限定されない。即ち、本発明は、本発明のスコープ内において
、当業者が理解し得る様々な態様を適用することができる。
【００８７】
　この出願は、２０１６年２月２４日に出願された日本出願特願２０１６－０３３０４８
を基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【符号の説明】
【００８８】
　１００　マルチバンド信号処理システム
　１１０、１２０　ジョイントボックス
　１１２、１１３、１２２、１２３　信号ケーブル
　１１１、１２１　マルチバンド信号処理デバイス
　１１４　入力側カプラ
　１１５　出力側カプラ
　１１６　シングルバンド信号処理デバイス
　１１７　シングルバンド信号処理デバイス
　１２４　入力側カプラ
　１２５　出力側カプラ
　１２６　シングルバンド信号処理デバイス
　１２７　シングルバンド信号処理デバイス
　２００　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム
　２０１、２０２　ＪＢ
　２０３、２０４、２０５、２０６　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
　２０７、２０８、２０９、２１０　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
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　２９０　シングルバンド信号処理経路
　２９１　光ファイバ
　２９２　中継器
　２９３　シングルバンドＥＱＬデバイス
　３００　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム
　４００　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム
　４０１、４０２、４１１、４１２　ＪＢ
　２１３、２１４、２１５、２１６　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
　２１７、２１８、２１９、２２０　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬデバイス
　８２１、８２２、８２３　光信号
　８９１、８９２、８９３、８９４、８９５、８９６　光信号
　９００　Ｃ＋ＬバンドＥＱＬシステム
　９１０、９２０　Ｃ／Ｌカプラ
　９３０　ＣバンドＥＱＬデバイス
　９４０　ＬバンドＥＱＬデバイス

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(14) JP 6635185 B2 2020.1.22

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平１０－３０３８６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１０２６６６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－０９６８４３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　１０／２９４　　　
              Ｈ０４Ｊ　　１４／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

